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鈴鹿大学短期大学部 自己点検・評価報告書正誤表 

 

頁 正 誤 
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1．自己点検・評価の基礎資料 

（２）学校法人の概要 

                                   (平成 28 年５月１日現在) 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

鈴鹿大学 

短期大学部 

（専攻科含む） 

三重県鈴鹿市郡山

町 663-222 
180 人 360 人 306 人 

 

1．自己点検・評価の基礎資料 

（２）学校法人の概要 

                                   (平成 28 年５月１日現在) 

教育機関名 所在地 入学定員 収容定員 在籍者数 

鈴鹿大学 

短期大学部 

（専攻科含む） 

三重県鈴鹿市郡山

町 663-222 
180 人 360 人 305 人 
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1．自己点検・評価の基礎資料 

（６）学生データ 

 ③ 退学者数（人） 

区分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

生活コミュニケーション学科 14 12 15 11 14 

生活コミュニケーション学専攻 ４ ３ ２ ２ ５ 

食物栄養学専攻 ２ ３ １ ４ ３ 

こども学専攻 ８ ６ 12 ５ ６ 
 

1．自己点検・評価の基礎資料 

（６）学生データ 

 ③ 退学者数（人） 

区分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

生活コミュニケーション学科 14 12 15 11 14 

生活コミュニケーション学専攻 ４ ３ ２ ２ ５ 

食物栄養学専攻 ２ ３ １ ４ ３ 

こども学専攻 ８ ６ 12 ６ ６ 
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３．提出資料・備付資料一覧 

＜備付資料一覧表＞ 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

C ガバナンス 

評議員会議事録 50. 学校法人享栄学園評議員会議事録 

（平成 25 年度～27 年度） 
 

３．提出資料・備付資料一覧 

＜備付資料一覧表＞ 

基準Ⅳ：リーダーシップとガバナンス 

C ガバナンス 

評議員会議事録 50. 学校法人享栄学園評議委員会議事録 

（平成 25 年度～27 年度） 
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【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 

■ 基準Ⅲの自己点検・評価の概要 

＜下８行目＞ 

施設の維持管理については、老朽化した空調システムの改修、照明の LED 化、

光熱水費の削減対策が必要である。今後、計画的に改善を行っていく。 

 

＜上６行目＞ 

キャンパス移転による、減価償却額・光熱費などの施設に係る経費の負担が増加

していることから、今まで以上の経費の圧縮・削減・再配分などの活動を行う。 

【基準Ⅲ 教育資源と財的資源】 

■ 基準Ⅲの自己点検・評価の概要 

＜下８行目＞ 

施設の維持管理については、老朽化した空調システムの改修、証明の LED 化、光

熱水費の削減対策が必要である。今後、計画的に改善を行っていく。 

 

＜上６行目＞ 

キャンパス移転による、原価償却額・光熱費などの施設に係る経費の負担が増加

していることから、今まで以上の経費の圧縮・削減・再配分などの活動を行う。 
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［テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源］ 

■ 基準Ⅲ-A-１の自己点検・評価 

＜上９行目＞ 

また、鈴鹿大学短期大学部教員選考規程第９条第１項の規定に基づき、教員資格

審査委員会を立ち上げ、厳正に候補者の審査を行い、審査の経過および結果を教

授会に提出している。 

［テーマ 基準Ⅲ-A 人的資源］ 

■ 基準Ⅲ-A-１の自己点検・評価 

＜上９行目＞ 

また、鈴鹿大学短期大学部教員選考規程第９条第項の規定に基づき、教員資格審

査委員会を立ち上げ、厳正に候補者の審査を行い、審査の経過および結果を教授

会に提出している。 
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［テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源］ 

■ 基準Ⅲ-B-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜上２行目＞ 

校地が 82,458 ㎡（内短期大学部 37,106 ㎡）、校舎は、１号館から厚生棟までの

５棟あり面積は、11,223 ㎡（内短期大学部 6,337 ㎡）、運動場は、17,175 ㎡（内

短期大学部 7,729 ㎡）であり、いずれも短期大学設置基準を満たしている。 

 

［テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源］ 

■ 基準Ⅲ-B-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜上２行目＞ 

校地が 82,458 ㎡（内短期大学部 37,106 ㎡）、校舎は、１号館から厚生棟までの

５棟あり面積は、11,223 ㎡（内短期大学部部 6,337 ㎡）、運動場は、17,175 ㎡（内

短期大学部 7,729 ㎡）であり、いずれも短期大学設置基準を満たしている。 
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■ テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の改善計画 

省エネルギー対策として、さらに節減できるよう学生、教職員への呼びかけ、

今後学内の照明機器 LED 化改修工事を今後行う。 

■ テーマ 基準Ⅲ-B 物的資源の改善計画 

省エネルギー対策として、さらに節減できるよう学生、教職員への呼びかけ、

今後学内の証明機器 LED 化改修工事を今後行う。 
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［テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源］ 

■ 基準Ⅲ-D-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

 【入学定員充足率】 

※学科のみ 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

入学定員 150 人 150 人 150 人 170 人 

入学者数 143 人 140 人 128 人 158 人 

入学定員充足率 95.3％ 93.3％ 85.3％ 92.9％ 

 

【収容定員充足率】 

※学科のみ 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

収容定員 300 人 300 人 300 人 320 人 

在校生数 291 人 288 人 268 人 290 人 

収容定員充足率 97.0％ 96.0％ 89.3％ 90.6％ 
 

［テーマ 基準Ⅲ-D 財的資源］ 

■ 基準Ⅲ-D-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

 【入学定員充足率】 

※学科のみ 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

入学定員 150 人 150 人 150 人 170 人 

入学者数 146 人 140 人 132 人 158 人 

入学定員充足率 97.3％ 93.3％ 88.0％ 92.9％ 

 

【収容定員充足率】 

※学科のみ 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

収容定員 300 人 300 人 300 人 320 人 

在校生数 297 人 288 人 275 人 290 人 

収容定員充足率 99.0％ 96.0％ 91.7％ 90.6％ 
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83 【事業活動収支差額】                  （単位 円） 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

事業活動収支 

差額 
△1,898,370 45,393,331 11,462,305 17,788,516 

事業活動収支 

差額比率 
△0.5％ 10.7％ 3.0％ 4.7％ 

 

【事業活動収支差額】                  （単位 円） 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

事業活動収支 

差額 
△1,898,370 45,393,331 11,462,305 29,843,764 

事業活動収支 

差額比率 
△0.5％ 10.7％ 3.0％ 3.3％ 
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■ 基準Ⅲ-D-２の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜上７行目＞ 

これに伴い短期大学部は、平成 29 年度から２専攻体制になることで、改めて短

期大学部としての将来像を検討している。 

 

■ 基準Ⅲ-D-２の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜上７行目＞ 

これに伴い短期大学部は、平成 29 年度から２専攻体制になることで、改めて短

期大学部部としての将来像を検討している。 
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［テーマ 基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ］ 

■ 基準Ⅳ-A-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜効果＞ 

（３）鈴鹿大学短期大学部 

＊短期大学部の人件費対策としては、平成 22 年度以降、定期昇給を凍結してい

たが、平成 26 年度から凍結を解除した。また、平成 26 年度以降、賞与凍結を行

っている。 

［テーマ 基準Ⅳ-A 理事長のリーダーシップ］ 

■ 基準Ⅳ-A-１の自己点検・評価 

(a) 現状 

＜効果＞ 

（３）鈴鹿大学短期大学部 

＊短期大学部の人件費対策としては、平成 22 年度以降、定期昇給を凍結してい

たが、平成 26 年度から凍結を解除した。また、平成 24 年度以降、賞与凍結を行

っている。 

 

以 上 


